
第３回 三 朝 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第７日）

平成23年３月14日（月曜日）

議事日程

平成23年３月14日 午前10時開議

（質 疑）

日程第１ 議案第５号 平成23年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第６号 平成23年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第７号 平成23年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４ 議案第８号 平成23年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第９号 平成23年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第10号 平成23年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第11号 平成23年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第12号 平成23年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第13号 平成23年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第10 議案第14号 平成23年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算

日程第11 議案第15号 平成23年度三朝町財産区特別会計予算

日程第12 議案第16号 平成23年度三朝町水道事業会計予算

日程第13 議案第17号 平成23年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第14 議案第18号 三朝町の事務からの暴力団排除等のための関係条例の整備に関する条例の

設定について

日程第15 議案第19号 三朝町情報公開条例の一部改正について

日程第16 議案第20号 三朝町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

日程第17 議案第21号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び

三朝町交通安全指導員の設置等に関する条例の一部改正について

日程第18 議案第22号 三朝町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正につ

いて

日程第19 議案第23号 三朝町税条例の一部改正について

日程第20 議案第24号 三朝町国民健康保険税条例の一部改正について
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日程第21 議案第25号 三朝町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

日程第22 議案第26号 三朝町介護保険条例の一部改正について

日程第23 議案第27号 三朝町特別会計設置条例の一部改正について

日程第24 議案第28号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第25 議案第29号 第10次三朝町総合計画について

日程第26 議案第30号 平成22年度三朝町一般会計補正予算（第８号）

日程第27 議案第31号 平成22年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第28 議案第32号 平成22年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第１号）

日程第29 議案第33号 平成22年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第30 議案第34号 平成22年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）

日程第31 議案第35号 平成22年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第32 議案第36号 平成22年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）

日程第33 議案第37号 平成22年度三朝町水道事業会計補正予算（第２号）

日程第34 議案第38号 平成22年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

（質 疑）

日程第１ 議案第５号 平成23年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第６号 平成23年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第７号 平成23年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４ 議案第８号 平成23年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第９号 平成23年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第10号 平成23年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第11号 平成23年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第12号 平成23年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第13号 平成23年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第10 議案第14号 平成23年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算

日程第11 議案第15号 平成23年度三朝町財産区特別会計予算

日程第12 議案第16号 平成23年度三朝町水道事業会計予算

日程第13 議案第17号 平成23年度三朝町国民宿舎事業会計予算
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日程第14 議案第18号 三朝町の事務からの暴力団排除等のための関係条例の整備に関する条例の

設定について

日程第15 議案第19号 三朝町情報公開条例の一部改正について

日程第16 議案第20号 三朝町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

日程第17 議案第21号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び

三朝町交通安全指導員の設置等に関する条例の一部改正について

日程第18 議案第22号 三朝町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正につ

いて

日程第19 議案第23号 三朝町税条例の一部改正について

日程第20 議案第24号 三朝町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第21 議案第25号 三朝町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

日程第22 議案第26号 三朝町介護保険条例の一部改正について

日程第23 議案第27号 三朝町特別会計設置条例の一部改正について

日程第24 議案第28号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第25 議案第29号 第10次三朝町総合計画について

日程第26 議案第30号 平成22年度三朝町一般会計補正予算（第８号）

日程第27 議案第31号 平成22年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第28 議案第32号 平成22年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第１号）

日程第29 議案第33号 平成22年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第30 議案第34号 平成22年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）

日程第31 議案第35号 平成22年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第32 議案第36号 平成22年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）

日程第33 議案第37号 平成22年度三朝町水道事業会計補正予算（第２号）

日程第34 議案第38号 平成22年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第１号）

出席議員（12名）

１番 清 水 成 眞 ２番 藤 井 克 孝

３番 吉 田 文 夫 ４番 福 田 茂 樹

５番 遠 藤 勝太郎 ６番 平 井 満 博

７番 松 村 修 ８番 横 木 文 雄
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９番 知久馬 二三子 10番 山 田 道 治

11番 杉 原 憲 靖 12番 牧 田 武 文

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 遠 藤 英 臣 主幹 山 中 恵 子

説明のため出席した者の職氏名

町長 吉 田 秀 光 副町長 森 脇 光 洋

会計管理者 松 原 茂 隆 総務課長 朝 倉 聡

財務課長 大 村 哲 也 税務課長 石 井 秀 己

町民課長 山 根 智 美 農林課長 山 根 猛 昭

農業委員会事務局長 田 栗 幸 人 企画観光課長 松 浦 弘 幸

健康福祉課長 前 田 敦 子 建設水道課長 岩 山 靖 尚

総務課参事 平 井 文 彦 教育委員会委員長 山 本 邦 彦

教育長 山 口 博 教育総務課長 布 廣 覚

生涯学習課長 真 嶋 峰 和 農業委員会会長 安 藤 雅 啓

代表監査委員 和 泉 澤 吉 国民宿舎事業管理者 知久馬 孝 紀

午前１０時３０分開議

○議長（牧田 武文君） おはようございます。

ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を

開きます。

本日届け出のあった欠席者は、議員、当局ともございません。以上、報告します。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

日程第１ 議案第５号 から 日程第３４ 議案第３８号
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○議長（牧田 武文君） お諮りいたします。議事の進行上、この際、日程を変更して日程第１か

ら日程第３４までの３４件の議案を一括議題といたしたいと思います。これに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、この際、日程を変更して日程第１から

日程第３４まで、すなわち議案第５号から議案第３８号までの３４件を一括議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑は、議事の進行上、１件ごとに議案の順を追ってすることとい

たします。

質問される方は自分の番号を言ってから挙手していただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

議案第５号、平成２３年度三朝町一般会計予算について、本案に対する質疑は、第１条の歳入

歳出予算から行います。

まず、歳出の１款議会費から２款総務費まで、３０ページから４１ページまで、質疑ございま

せんか。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ３２ページの一番下の欄に不用財産解体撤去費、中津分校だとい

うふうに思いますが、６４２万６，０００円。これを算出された基準というのは何でしょうか。

何をもとに。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） ただいまの遠藤議員の算出したもとは何かということでございます。

これは、県の積算システムがありまして、そちらに基づいて解体撤去費、コンクリート、それ

から産業廃棄物となりますコンクリートの処分について積算したものでございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 中身の状況というのは多分把握されとると思うですけれども、例

えばアスベストが吹いてあったり、それからＰタイルといったものがあった場合には物すごい撤

去費が要るということのようですけれども、それは確認されておりますか。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） ただいまの確認しとるかということでございますが、アスベストが

含まれとるということについて確認をさせていただいております。

○議長（牧田 武文君） ５番。
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○議員（５番 遠藤勝太郎君） 例えば今、倉吉にあるジョイニーですかいね、あそこの場合もア

スベストがあるということで、その土地代を含んで処分しても到底間に合わないというふうに聞

いております。そういう中において、中津分校はこのアスベストがあるという状況の中で６００

何ぼで足るかということをちょっと確認したいんですが。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） ただいまのアスベストを含んだ処分について予算が足りるかという

ことの御質問でございますが、県の積算システムに基づいて積算を行い、さらにはこの金額が妥

当であるかということで民間業者の方の見積もりも念のために確認してとっております。そこの

中で処分費も含めて金額がこの中で回るということで見込みを立てましたので、提案させていた

だいておるところでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（牧田 武文君） ほかに質疑ありませんか。

４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） ３５ページ、一番下のところで地域自主活動支援交付金９００万

円、これは年度を限ってあったように思うんですけども、その確認をさせていただきたい、年度

が区切ってあるかどうか、支援される。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 年度が区切ってあるかという御質問は……。

○議員（４番 福田 茂樹君） ３年とか５年とかというのがあったような気もするんですけど。

○総務課長（朝倉 聡君） 当初ですか。そうですね、大体５年程度ということで見直しを図る

ということで検討はいたして、この額にいたしたということでございます。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） ５年程度、今、何年目ですかいね、これは。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 済みません。本年が６年目でございます。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） 先ほど５年程度という、程度というのは、ふえるということなん

ですか、今６年目と言われましたけども、今後も続くんですか、これは。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 来年度がちょうど区切りの年でございまして、これまでどおりの額

についてこれを続けるかどうかを検討いたしましたが、平成２３年度については従来どおりの額
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について交付していこうということに決定して実施いたしておるものでございます。よろしくお

願いします。

○議長（牧田 武文君） ほかにございませんか。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ３５ページの中ほどにあります防災行政無線管理一般経費という

ことで、説明資料の中に戸別受信機の整備ということでありますが……（「声が大きい」と呼ぶ

者あり）いうことでありますけれども、昨年に無設置の調査をされて対応するということであり

ますけど、ことし初めて機械を購入されて配布ということですか。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 遠藤議員の質問にお答えします。

２２年度購入いたしまして処置しております。以上です。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） それではちょっとおかしいでないですか、ここに戸別受信機の整

備ということで上がっとるわけですけれども、説明資料３３ページ。

○議長（牧田 武文君） 平井総務課参事。

○総務課参事（平井 文彦君） お答えいたします。

これについては、２０８万２，０００円の内訳というか、その中身のことについてですよね。

（発言する者あり）それにつきましては、まず今設置しておられる世帯の修繕、これが５０万ほ

ど見ております。それから新たに新しく転入ですね、それから故障で使えないというようなもの

に対応するために１００個購入するように見ております。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） なら、今ある家庭は大体全部配置したということでいいですね。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 現在、次々まだないという世帯で来ておられますので……。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 答弁が違うがな。ないってのは、配置したって言ったのに。

○総務課参事（平井 文彦君） 配置というのは、購入して……。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 配置というのは、持っていってつけたのが配置だろ。

○議長（牧田 武文君） ちょっと済みません。もう一遍、質問してもらえますか。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 要するに去年調べて、２２年に調べて設置っていうか、するとい

うことでしたよね。それでことしこの予算が上がっとるというのは、さっき言われたように新し
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く入った方とか修理とかでする費用を組まれとると言われたんで、全部もう配置は済んだかって

聞いたですよ、さっき。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） ２月の初めに案内差し上げて、実際１７８世帯に案内しました。

今それぞれ申請書を持って交換というか、設置に向けてとりに来てもらっとりますので、それが

大方終わるような段階です。以上です。

○議長（牧田 武文君） 次、ほか。

４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） ３５ページ、下から２つ目、三朝町地域運営組織活動支援事業４

０万円、竹田地区がバスの試験運行ということでありますけども、具体的にはどんなことをする

のか、１年かかってするのか、その内容を教えていただきたいのと、企画観光の持ってるバスの

運営との関係は、これをやることによってどうなるのかをお聞きをしたい。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 議員御指摘の事業につきましては、竹田地域で高齢化が進みまして

自動車が運転できないという……。

○議員（４番 福田 茂樹君） それはわかる。

○総務課長（朝倉 聡君） それで、その方の通院とか買い物に対して試験的に運行しようとい

うものでございます。試験運行の時期は５月から７月、３カ月間を試験運行して、その結果によ

って次の対応について考えたいということでございます。

それであと、現在の路線バスとの兼ね合いですけれども、今回の試験運行については路線バス

が運行していない５集落について試験的に運行しようとするものですから、現在の路線バスとは

ちょっと範囲が違うということで御理解いただきたいと思います。よろしくお願いします。

○議員（４番 福田 茂樹君） 運行内容が聞きたい。

○総務課長（朝倉 聡君） 運行内容は、地域の方で車両を借り上げてボランティアによって運

行するということでございます。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） それはバスを借り上げるんですか、運転手は竹田地区協議会の方

がされるんですか。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 車両につきましては、７人乗り程度のワゴン車を地域の方から提供
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していただくと。それで運転手については、ボランティアを募って実施されるということでござ

います。

○議員（４番 福田 茂樹君） バス、企画観光課にあるの、その絡みを。

○議長（牧田 武文君） 松浦企画観光課長。

○企画観光課長（松浦 弘幸君） バスとの関連でございますけど、先ほども総務課長が言いまし

たように、現在バスの通ってない路線の方を対象にしておるということで、それを穴鴨の地域の

拠点までの交通の確保を図るということでございますので、バスの利用者がふえるというような

ことにもなるというふうに思っております。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） ３１ページ、上から１０行目、予算資料は２１ページになります

が、自治大学の中央研究所経費として出されております派遣ですね、これ２名と書いてるんです

が、期間と職員の年齢ですね、若いのが行くのか、中年なのか、それとも全くわからん、どうせ

研究ですから若いんだと思うんですが、その点ちょっと聞きたいんですが。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 自治大学校の関係でございますけれども、第２部１名、第３部１名

ということで予定いたしております。それで第２部につきましては、およそ３カ月間です。それ

で第３部につきましては大体一月ということでございます。第２部につきましては、年齢が大体

４２歳ぐらいまででございます。それで第３部につきましては五十二、三歳程度ということでご

ざいます。第３部については管理職が対象ということでございます。第２部については係長級と

いうことでございます。おおむねそのようなことでございます。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） ということは中高年ですな。大学ですからもう少し若い頭の切れ

る人が研修に行った方がいいと思うんだけども、それは予定ですから仕方ないんで、わかりまし

た。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） ３２ページの一番下ですね、これは中津分校の校舎解体撤去です

が、私、雪が降る前に行ってきたんですけど、見る限り大体予算が６５０万もかかるようなあれ

に見えなかったんですが、この額は何を想定してやったんですか。

○議長（牧田 武文君） それ、さっき遠藤さんが……。
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○議員（３番 吉田 文夫君） 言うたけど、この根拠、金かかり過ぎるからもう一遍言うて。

（「同じ質問だけえ」と呼ぶ者あり）もういいです、そんなら。（「根拠だけ」と呼ぶ者あり）

○議員（３番 吉田 文夫君） 根拠は、何で６５０万もかかるかと思って。（「もう一遍言って

あげて」と呼ぶ者あり）もう一回聞きたい。

○議長（牧田 武文君） はい。

○財務課長（大村 哲也君） 吉田議員の根拠は何かというところでございます。これは面積から

建屋のコンクリートのボリュームをはじき出して、破砕して解体処分し、それを廃棄物処分場ま

で運んでいくと、そして処分する額を県の土木積算システムを用いてはじき、さらに民間からの

見積もりを徴して予算額を上げさせていただいているところでございます。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） いいです。

○議長（牧田 武文君） いいですか。

じゃあ、５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ３３ページから３４ページにかけてですけども、交通安全関係で

ちょっと質問させていただきます。

人口密度による飲酒運転、昨年が１位でことしが３位ということで非常に不名誉の記録を更新

し続けておりますけども、これに対して対策というのはどういうのをされておるか、ちょっと聞

きたい。

○議長（牧田 武文君） 平井総務課参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 遠藤議員の質問にお答えします。

これに関しては、個人のモラルが第一原因になると思いますけども、町挙げて、それから各警

察署連携を密にして対応したいと考えております。

○議長（牧田 武文君） よろしいかな。

２番。

○議員（２番 藤井 克孝君） 済みません、３３ページの分ですけど、中学生手作り訪仏事業の

分の３５５万７，０００円の分についてですけど、これは人材について学校に丸投げされるのか、

また過疎債は２年に１度無料にするのか、その辺をちょっとお伺いいたします。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 中学生手作り訪仏事業ですけども、今、選考のことのお尋ねだ

ったと思います。選考につきましては、中学校と教育委員会で公正に選考したいと考えておりま
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す。中身的には、作文、そして面接、生活態度等、総合的に勘案して教育委員会と中学校で決定

していきたいと考えておる次第でございます。

○議長（牧田 武文君） ２番。

○議員（２番 藤井 克孝君） この生徒ですね、生徒６名、教員１名、国際交流員１名、これに

ついて無料にされるという、その根拠は、お聞きいたします。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 今は派遣経費のお尋ねだったと思います。この経費につきまし

ては、町の負担としまして、航空運賃、そして視察等に伴います移動の交通費、宿泊費、必要経

費等考えております。そして個人の負担としまして、旅券の取得代とか旅行の保険代とか現地の

食事代、それから土産代等、このようなことでの個人の負担を考えておるものでございます。全

部丸抱え、三朝町が持つという考え方ではありませんので、よろしくお願いしたいと思います。

○議長（牧田 武文君） よろしいかな。

ちょっと済みません、布廣課長、さっき質問で２年に１度これを計画しとるかという質問され

て、その答弁ができとらんと思いますので、最初にその答弁を。

布廣課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） この事業は、本町とラマルー レ バン町の姉妹提携２０周年

を記念して中学校の生徒を交流団として派遣するものでございます。今後、大体２年に１回はこ

ういったことでの事業を計画したいと今考えておるところでございます。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） ２番。

○議員（２番 藤井 克孝君） 今まで国際交流員でラマルー レ バン等を含めて行かれた中学

生等は半額、２分の１個人負担で行っておられる、そこら辺の調整はどのようにされますか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 負担の関係でございますけど、今まで平成３年度には中学生１

４名、大人３名、１７名をサッカーの大会参加ということで町のふるさと振興財団が４７万円ほ

ど負担していただいております。それから平成１０年度には、三朝町中学校友好訪仏交流団の派

遣事業ということで町が３０万円負担しております。それからもう１点、平成１２年度ですけど

も、ワーキングホームステイｉｎラマルー レ バン事業ということで、中学生５名、国際交流

員１名、６名を派遣しております。このときには広域連合の助成金、１人当たり１４万円の助成

が出ております。このときの個人負担金としまして大体十八、九万ということで事業を実施した

経過はあるということは伺ってはおります。
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○議長（牧田 武文君） ほかに。

２番。いいですよ、どうぞ。

○議員（２番 藤井 克孝君） 済みません。福田議員の方から３５ページの一番下から２番目、

三朝町地域運営組織活動支援事業で４０万、これ先ほど執行部の方から説明あったですけど、地

域協議会の方はワゴン車って言われたですね、７人乗り、それはちょっと違うと思うだけど。今

計画されとるのは普通乗用車、運転手入れて５人乗り、個人のものを所有されてナンバーのない

の、そんなを車検を受けて、保険掛けて運行するような計画にされてますけどね。

○議長（牧田 武文君） 総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 私がちょっと耳にしとったのは、７人乗りのワゴン車というふうに

聞いておりましたが、ひょっとしたら藤井議員のおっしゃるのが正しいかもわかりません。それ

は申しわけございません。確認いたします。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） ２番。

○議員（２番 藤井 克孝君） いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

９番。

○議員（９番 知久馬二三子君） 予算説明の３３ページのラマルー レ バンの姉妹都市受け入

れ事業の１７３万１，０００円というのは、内訳というのはどのようなあれでしょうか、聞かせ

てください。

○議長（牧田 武文君） 松浦企画観光課長。

○企画観光課長（松浦 弘幸君） 主なものは、ラマルー レ バンから来られる代表団の方の三

朝町に入られましてからの宿泊経費、それから滞在経費が主なものでございます。そのほか地域

交流記念行事とかの経費、それから町全体の交流事業の経費でございます。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） ９番。

○議員（９番 知久馬二三子君） わかりました。その滞在経費なんかというのは、やっぱり町が

持たないけんもんでしょうか。例えば、こちらの三朝町の方から何らかの形で交流に行くという

場合には、すべてが三朝町が持たないけんというのが実態のようですけども、何かやっぱり交流

の仕方というか、その辺のことが私には納得いかん面がありますので、もう少しちょっとどのよ

うに考えておられるか、その点についてお願いします。

○議長（牧田 武文君） 松浦企画観光課長。

○企画観光課長（松浦 弘幸君） ラマルー レ バンとの交流の経費につきましては、交流当初
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から相互に訪問をした場合には、それぞれの滞在地における経費というのはそれぞれの町が負担

をするという約束になっておりますので、それに基づいて現在もやっております。以上でござい

ます。

○議長（牧田 武文君） もう一回いいです。

○議員（９番 知久馬二三子君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） いいですか。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ３３ページの中ほど魚の豊かな川づくり事業１２万５，０００円、

説明資料２４ページでございますが、関連しますけども、下の方に鳥取県魚の豊かな川づくり基

金事業ということで、三朝町小鹿地域とかみささ村地域とか竹田地域とかいろいろ書いてあるわ

けですけれども、高勢地区とか賀茂地区っちゅうのが上がっとらん、この経過っちゅうか、そう

いうのを聞きたいわけですけれども、毎年、西小、あそこの賀茂橋が開通のときも放流されたと

いう経過がずっとあっとるようですけれども、この西小にこだわられる意味というのをちょっと

聞きたい。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 西小学校にこだわるということ、これは三朝町がやっておる事業で

ございまして、毎年そういうふうな事業をやって定着しておるということでございます。それで

あと、小鹿なりにつきましても、地域の行事としてそういうふうなことをやられておりますので、

２分の１というふうなことで助成をしておるということでございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） なぜこういうことを聞くかといいますと、中部ダム廃止に伴って

河川工事が進んでおりまして、中でも加茂川ですけれども、魚がほとんど見られない、加茂川か

らその近辺ほとんど見られないという状況にあるのに、これは例えば地域で要望すれば半額補助

っちゅうことになるわけですか。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） 今、地域で要望すればということに対してですが、これは県の豊か

な川づくり基金事業から直接地域の方に交付される基金でございます。いわゆる町の会計を通ら

んものでして、これは各地域協議会が直接要望されておって、それでとられてる、交付決定を予

定されたというものでございます。それとあわせましてですが、町でやる部分については、それ

ぞれの学校を１年ごとに持ち回りという形で計画させていただいたものでございます。よろしく
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お願いいたします。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 今言われると、地域が県に直接要望されないけんということのよ

うでございますけども、ということは、町は全然タッチせんということですね。要するに、何で

こう言うかといったら、ほんに魚のすみにくい状況の川になっとる、河川改修されて。川全部流

れて石がごろごろ転んどるような状況で、それで今サギとかカワウとかいろんなんがおって、み

んな食っちゃうというようなことで、ほとんど魚がおらんという状況ですわ。それで聞いとるわ

けですけえ。西小関係に、校区は別だって言いなったけど、こういうのも例えば加茂川に充てる

とかっちゅうことは考えておられんですか。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） ２４ページの方に書いております小鹿地域協議会から下の……（発

言する者あり）町の分ですか。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 町の。だけえ、西小にばっかり出て、学校でなしに、町の事業な

んだ。県は直接的に言えということなんだろ。

○総務課長（朝倉 聡君） 検討させていただきます、じゃあ。今年度はこういうふうなことで

もう予算をつけておりますので、これで実施させていただきたいと思いますが、次年度以降は議

員御指摘のことについても検討させていただきたいと思っております。よろしいでしょうか。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

２番。

○議員（２番 藤井 克孝君） ３５ページ、下から６行目と５行目ですね、自立推進員報酬、こ

の２万５，０００円については何を根拠に２万５，０００円にされてるかという分と、地域自立

活動支援の交付金９００万円、これについて収支決算書等が各地域協議会から出てるのか、お伺

いします。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 自立推進員の報酬でございますけれども、これは以前、公民館長の

報酬をずっと継続しておりましたけれども、その金額が、自立推進員というふうなことになりま

して公民館活動以外にもいろいろ仕事をされるというふうなことがございまして、わずかですけ

れども、値上げをして今の月額２万５，０００円という金額を設定したということにしております。

それからもう１点、地域協議会の活動につきましては、決算書についてはきちんといただいて

おります。
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○議長（牧田 武文君） よろしいかな。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、次に、３款民生費から４款衛生費ま

で、４２ページから５１ページまで、質疑ありませんか。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） ４２ページの民生児童委員活動補助金ですけども、数字ではなく

て、民生委員の活動に対して情報が乏しいということをよく聞くんですけども、実態はどうなの

か、お知らせ願いたい。個人情報保護という観点でなかなか民生委員の方に情報が行き渡らない

で、活動がちょっとやりにくいということを聞きますので、そういう実態があるのかどうか。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） ただいまの山田議員の民生委員の活動がやりにくい状況があるかど

うかというお尋ねでございます。個人情報保護法というものがありまして、地域にお住まいの方

の情報、独居だったり、障害の程度だったり、ひとり親だったりというようなことがあるかと思

いますが、なかなかそういうものについて民生委員に直接そういう情報をお出しすることはして

おりませんので、民生委員さんがそういう情報を欲しいんだけども、ないから活動しにくいとい

うようなことはおっしゃってるんじゃないかと思いますが、住民基本台帳法でも民生委員さんに

は住民情報といいますか、閲覧ができますので、そういうところにおいては情報は提供している

ようになっております。以上です。

○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） 消防団の方に聞きますと、情報が流れておってそういう対応がい

つでも可能な状態になってるし、ある町では、三朝以外の町では民生委員さんと覚書などを交わ

されてきちっと秘密が漏れないようなことにしながら情報提供がなされてるというような事例も

ありますので、ぜひ民生委員さんの活動が十分行われますように御配慮願いたいと思いますけど、

もう一度。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） 災害時等の見守りとかというようなことで、消防団と、それから民

生委員とか区長さんとかということで連携しながら、そういう場合には対応できるようにネット

ワークづくりといいますか、そういうことはやっていかないといけないと思っております。以上

です。
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○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） 私が言ってるのは、災害時のみならず、平時の活動においてそう

いう覚書等を交わしながら、個人情報が漏れないようにしながら民生委員さんの活動に何かなる

ような情報を与えていただきたいということを申し上げております。もう一度。平常時です、災

害時じゃなくて平常時でも民生委員さんの活動が十分行われるような配慮をしていただきたいな

というふうなことです。

○議長（牧田 武文君） 答弁要りますか。

○議員（10番 山田 道治君） はい。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） わかりました。検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願

いします。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） ４４ページ、中ほどよりちょっと上、老人クラブ活動費補助金１

０３万９，０００円、これの算出された内容を教えていただけませんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 前田健康福祉課長。

○健康福祉課長（前田 敦子君） これにつきましては老人クラブ活動費でございますが、１０３

万９，０００円、町内の８老人クラブに対しまして基本額５万４，０００円、その他活動経費等

を含めましてそれぞれの老人クラブの方へ補助金としてお出ししているというふうなものでござ

います。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） １番。

○議員（１番 清水 成眞君） ８クラブは、どことどこですか。

○議長（牧田 武文君） 前田健康福祉課長。

○健康福祉課長（前田 敦子君） 現在、三徳地区の老人クラブの活動がなかなか活動ができにく

い状態にあるというふうなことでございまして、小鹿、それから湯の街老人クラブ、それから高

勢、それから賀茂、それから竹田地区では南の第１と第２がございます。あと、賀茂を申し上げ

ましたですね。（発言する者あり）中央ですね、失礼しました。賀茂が２地区ございます。以上

でございます。

○議長（牧田 武文君） １番。

○議員（１番 清水 成眞君） 老人クラブ、つまりないところには補助金が出ないということで
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ございますので、ぜひ組織をしていただきまして、それを努力していただきまして、ないところ

にも設立をお願いできるような体制に持っていってほしいなと思っております。

○議長（牧田 武文君） 前田健康福祉課長。

○健康福祉課長（前田 敦子君） 元気な高齢者の方々がふえるというふうなことと、御活躍の場

がふえるというのは非常に望ましいことであるというふうに思っております。そのあたりで後方

支援といいますか、そのようなことも現在やっているところですが、改めてまた各老人クラブの

方の御意見もちょうだいしながら進めていきたいというふうに思っております。

それから、先ほどの補助金のことでございますが、追加で、国と県からの補助金を交付してい

るというふうなことでございます。あわせて修正して追加いたします。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

１１番。

○議員（11番 杉原 憲靖君） ちょっとお尋ねします。４３ページですけども、中段からちょっ

と下の方に就労継続支援Ｂ型事業費１，９００万、この事業が載っておりますけども、継続とい

うからには２２年度、就労に対する支援事業はあったと思いますが、この２２年度の実績と内容

についてちょっと伺っておきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 前田健康福祉課長。

○健康福祉課長（前田 敦子君） 就労継続支援Ｂ型事業費のことでございます。平成２２年度の

実績はいかがかというふうなことでございますが、２２年度、９名の方が利用をなさっておりま

す。９名の方がこの事業にのっとって、一般企業へは就労が難しい方が支援のある事業所で就労

の機会を得ていらっしゃるというふうなことでございます。９名でございます。

○議長（牧田 武文君） １１番。

○議員（11番 杉原 憲靖君） 特に年代層によって非常に就労に対する事情はそれぞれ違う面が

あると思うんですけど、こういった今の現状の社会情勢の中で非常に一軒一軒の生活内容が違う

という、詰めていけば、そういった非常に厳しい家庭もあれば、内容にはいろんな状況が異なる

と思うですけども、もう少しやっぱり一世帯、一世帯といいますか、本当に現実の中からどこに

どういう支援という面のきめ細かな取り組みというのが必要な面があるんじゃないかと思います。

その点について、２３年度の事業の中でどういう視点でとらえていくかということについての、

ちょっとその辺を伺っておきたい。

○議長（牧田 武文君） 前田健康福祉課長。

○健康福祉課長（前田 敦子君） もっと幅広くといいますか、深く、対象者いらっしゃるんじゃ
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ないかなというふうな御意見だったと思います。この就労継続支援Ｂ型事業、これは障害のある

方に対する事業でございまして、その障害のある方がどのように就労へ結びつけていかれるかと

いうのは、４３ページの下から７行目あたりに相談支援事業というのがございまして、こういう

方々の相談支援を受けるというふうな事業と絡めまして、２３年度につきましては９名だった方

々を１３名というふうなことで４名増員というふうな予算の枠をとらせていただいているところ

です。以上です。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

次に、６款農林水産事業費、５１ページから５７ページまで、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） ５６ページ、予算説明資料１０７ページでございます竹林整備地

域活動支援補助金７４２万５，０００円でございますが、これについて地域協議会や集落等の団

体で実施と書いてあります。そこら辺の内容を教えていただけませんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） 竹林整備事業につきましては、今年度は３ヘクタールで予定をさせ

ていただいとるところでございまして、地域協議会や集落等の団体で組織されましたところに補

助をしていきたいということでございます。以上です。

○議長（牧田 武文君） １番。

○議員（１番 清水 成眞君） これはこれから地域協議会や集落が応募されて、そこに補助金を

出されるというような意味合いでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） ２３年度で３年目になりますけども、片柴の竹林の皆さんでありま

すとか、それから本泉の皆さんでありますとか高橋の皆さんとかという取り組みもされておりま

すので、その方々の継続ということもございます。そういうものを含めまして来年度は３ヘクタ

ールという数量を見込ませていただきましてやっとるところでございまして、最終的には、新し

い年度になりまして申請をいただきまして、現地で実際に測量いたしまして面積なり密度なりの

計算で補助金の額は決定するということになります。以上です。

○議長（牧田 武文君） １番。
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○議員（１番 清水 成眞君） では、新たに集落等で応募しても構わないということですね。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） 現在はこういう数量で予定しておりますけど、新たに要望されると

いうことはしていただきたい、整備をしていただきたいという方向でおりますので、していただ

きまして、今回予定しておりますもの以外に予算が必要ということでしたら、また補正なりのお

願いをさせていただきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

６番。

○議員（６番 平井 満博君） ５４ページの地域民芸品等保存伝習施設一般管理費、再三にわた

って議会の方も俗に言う美術館廃止ということを言われてきて、管理をするということで来てお

られますけども、今の管理状況を見ると、本当に継続するだけの価値があるのかなという思いで

ございます。ここに上げられている予算１９０万、これは管理費だけであって、人件費を含めれ

ば相当な金額になると思うですわ。本当に今後の方針としてどのように考えておられるのか、ち

ょっとお伺いしたいというふうに思います。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 今の御質問は、今の美術館の状況を見るに当たって、これでよ

いのかということだったと思います。今の予算には指摘のとおり一般的な管理費しか上げており

ません。それから町の職員が１人向こうに行って業務をいたしておるのが状況でございます。こ

の美術館につきましては、町民の美術館で催すものに対しまして、少しでもこういったものに対

しまして町民の方に来ていただきたい、こういった美術的なところ、そしていろんなことがある

とは思いますけども、町民の方の文化の向上を考えたい、このように考えてはおるところでござ

います。２３年度につきまして、実際にこういった美術館でいいのかというようなところを根本

から検討する年にしたいと今考えてはおるところでございます。

○議長（牧田 武文君） ６番。

○議員（６番 平井 満博君） 今、これから検討したいということですけども、実際に町民が美

術館に行ってみたいというような状況ではないというふうに思っております。これを民間委託と

いう形の中で本当に方向がえしながら経費を抑えていくということも検討されるべきだというふ

うに思っております。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） ２３年度は、今、議員御指摘いただいた意見も参考にしながら
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美術館のあるべき姿を検討してまいりたいと考えておる次第でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

ほかに。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） ５１ページ、予算説明資料は１１３ページなんですけども、農地

制度実施円滑化事業の事業内容ですけども、農地の適正管理と活用を推進するというの、これは

具体的にどういうふうにやられるか、お聞きしたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 田栗農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（田栗 幸人君） 済みません、もう一度お願いします。

○議員（10番 山田 道治君） ２回目になるけえ立たれん。

○議長（牧田 武文君） いや、２回目にならんです。ちょっと聞き取れなかったということです

んで。

○議員（10番 山田 道治君） それじゃあ、１１３ページです、説明資料の１１３ページの農地

制度実施円滑化事業の事業内容について説明を願いたい。

○議長（牧田 武文君） 田栗農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（田栗 幸人君） 農地制度実施円滑化事業の事業内容でございますが、最

初の細部説明のところで申し上げましたが、昨年の１２月に法が変わりました。それによって法

が適正に実施されるようにということでございますが、細かいことは事務的なことでございます

が、それ以外に農地パトロール等ですね、そういうものが義務づけられましたので、こういうも

のにかかる経費を上げております。

○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） 管理に関しては、農地基本台帳管理費と重複するところがあると

いうことですか。事業は全く別ということですか。

○議長（牧田 武文君） 田栗事務局長。

○農業委員会事務局長（田栗 幸人君） 直接には、関連はありますが、それは分けてあります。

○議長（牧田 武文君） よろしいかな。

ほかに。

１０番。ほかでいいですよ。

○議員（10番 山田 道治君） ５３ページの地域特産物育成事業でサンショの苗木配布等で１５

万８，０００円使われますけれども、その配布とあわせて加工品の製作研究をなされるというこ
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との説明がありました。これ全部苗木代じゃないと思いますけども、全部苗木代になっちゃうか

どうかということと、どういう研究を考えておられるかということを聞きたい。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） この予算の内容につきましてですが、全部が苗木の配布という予算

ではございません。あと、加工品の研究ということも入っておりまして、それは一般質問のとき

にも申し上げましたけども、神倉大豆の地大豆とあわせた形でサンショで何か特産品という形と

いいますか、サンショで新しい販売品ができないかというふうなことを含めまして研究をさせて

もらいたいということでございまして、それの原材料費等を見込んでおるところでございます。

以上です。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） ナラ枯れ対策についてお聞きしたい。先回、決算のときも、なか

なか効果が上がらないまま実施されたというようなことがあったんじゃないかなと思いますけど

も、まだ対処方法が確立されてないということをお聞きしてるんですけども、そういう処方せん

ができない状態になるのに治療されるというような考え方をされてるのかどうか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） ９月定例議会のときに御質問いただいてお答えさせていただいたと

いうふうに記憶しておりますけども、ナラ枯れの対策で新年度も４５０万ということでお願いさ

せていただいとるところですけども、確かにこれをすれば絶対というものは今確立されてない状

況でございますけども、県の方の林業試験場内のところでも研究がなされておるところですが、

ナラ枯れのカシノナガキクイムシの個体の数を減らして、入るのを減らすということが今、対処

法としてはそういうことを考えられておるということで、少しでも西に行くのを防ぐといいます

か、木に回るのを防ぐために、個体を減らすために、ナラの木に入っておりますカシノナガキク

イムシの幼虫がふえるのを防ぐために薬剤の注入をするということと、木の方に来るのにバンド

を設置しまして、そこで、そこに誘引して、そこに虫を引きつけて中に入らせないようにすると

いうふうな方策が今考えられておるところの主なものですので、これを引き続き県の補助をいた

だきながらやっていきたいということでございます。以上です。

○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） 今の説明で、やっぱり効果的な方法はまだ何もない、にもかかわ
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らずやらないけんと。状況はわかりますが、担当課としては何もしない選択肢はないだろうと思

いますけども、それにしても何か余りにも効果がないので、また来年の決算にでも山を見させて

もらって、あのころになると、また真っ赤になってるんじゃないかと心配しての、本当にこの効

果がある方法、研究の方をまずなされた方がいいんじゃないかと。他の研究施設もありますので、

ここだけで研究できませんけども、そういうことも意見申し上げて、終わります。

○議長（牧田 武文君） 答弁はいいですね。

○議員（10番 山田 道治君） いいです。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） 同じ５６ページなんですけども、森林巡視、説明資料の。この１

０７ページによりますと、森林巡視による施業促進事業になるんですけど、森林対象面積が１万

１，２００ヘクタール、これは恐らく町の山林の２分の１の面積の１１２平方キロメートルのこ

とだと思いますけども、その下の方の説明がちょっとよくわからないので、２３年からこの面積

が半分になってる。つまり町内の山林面積の４分の１を２３年度にやられるということなのか、

それと、もう１個、下に書いてある、それ以外のものを全部、仮に４分の１やられるとしたら、

４分の３を全部７２万３，０００円でやれるのかどうか、ちょっとこの説明をお聞きしたいと思

います。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） １万１，２００ヘクタールといいますのは、町内の民有林の面積で

ございまして、鳥取県の造林公社なり森林総合研究所なりで分収造林をしておりますものは除い

てありますし、町行造林の面積も除いてあります。そういう形で、その除いた面積が１万１，２

００ヘクタールということでございまして、それの２分の１の面積を従来の、今１万１，２００

ヘクタールをすべて巡視という形で森林組合に委託しておりましたけども、来年度からはその２

分の１を今までどおりやっておりましたように森林の所有者にも、所有者ごとの森林を見て、そ

の森林に対して施業の勧告なりなんなりをしていただくということは半分ずつ、半分といいます

か、２年で全部してもらうと、１年は２分の１をしてくださいというふうなことにさせていただ

きました。

その下に書いておりますのは、なお２分の１については何ら監視なりなんなりできない、例え

ば山の災害なり、山の状況というのがわからないということで、その辺のところは見るようにし

たいということで、その経費として７８万３，０００円を計上させていただいたということでご
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ざいます。

○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） ということは、１５６万６，０００円のうちの半分しか使わない

ということですか。もし仮に使わないとしたら、７２か、要するにことしの対象外のやつを別枠

で見て、金額としてはトータルになるということなんですか。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） 予算書の方の説明の欄に上げておりますのは、これをトータルした

額を上げております。それはといいますと、先ほど申し上げましたように、全部所有者の山も確

認しまして、どの方の所有者の山がどういうふうな木の状況で、間伐なり枝打ちをしてください

よというふうなことまで含めてやるというのがもともと、昨年まですべての山について行ってま

いりました。それを来年度からは半分、２分の１をそういうことをしていただきまして、残りは

個人の所有の木までどうこうという話じゃなくて、その山の状態をとにかく見るというふうなこ

とで、ここの額は、そういう個人の山の個別のところまで調査をしませんので、その部分の額は

安くなっているということでございます。

○議長（牧田 武文君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） 結局民有林全部やられるということの理解でいいですか。

それともう一回、ちょっとわかりにくかったんですけども、７８万３，０００円というのは括

弧書きの数字だと理解して……。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） １５６万６，０００円と７８万３，０００円と分けて予算説明資料

の方には計上させていただいておりますけども、予算書の方には、説明資料には合わせた額で２

３４万９，０００円ということで上げさせていただいております。これは一括で委託をして発注

したいというふうに考えておりまして、内数じゃなくて、それぞれの額を足したものが予算書の

方に上げさせていただいておるということでございます。

○議長（牧田 武文君） ほかにございませんか。よろしいでしょうか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） そういたしますと、質疑を終結し、進行いたします。

次に、７款商工費から８款土木費まで、５７ページから６３ページまで、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） ファミリー サポート センターについてお聞きをしたいと思い
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ます。

平成２３年度の運営と、保育所、保育園とのかかわりをお聞きします。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） ファミリー サポート センターについてのお尋ねです。

ファミリー サポート センターは、ことしの１月に開設いたしまして、現在、お願い会員と

提供会員、提供会員は任せて会員ということで今、会員を募集中です。２３年度におきましては、

会員をさらにふやしていくことと、そして利用していただけるように、対象先において利用をし

ていただきたいと思っておりますけれども、保育園とのかかわりということですが、ファミリー

サポート センターは、保育園等への送迎だったり、緊急な場合に利用していただくというよ

うなことで、保育所とは特に関連はないと思っております。以上です。

○議長（牧田 武文君） １番。

○議員（１番 清水 成眞君） 保育所とは特にかかわりがないということだと、ちょっとファミ

リーサポートの点からすると非常に、ちょっと疑問には思うんですが、やはり子育ての部分とし

て保育所の送迎も含めて、そのサポートする人たちですね、そうすると、やはり非常にかかわっ

てくる部分があるんじゃないかなと思いますが、保育所とは一切関係ないところにファミリー

サポート センターという考え方になるんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） 基本的には保育所とはかかわりないと思っております。ファミリー

サポート センターと申しますのは、急に子供さんに関することでお願いしたいという会員さ

んがありましたら、町がセンターになっておりますので、そういう任せていただける方の会員さ

んをこちらの方が御紹介いたしまして、その方との連絡をとりながら利用していただくというこ

とになりますので、確かに保育園が終了しましてから、急に迎えに行けれないというような方が

ありましたときには、その保護者の方からセンターの方に連絡があるというようなことはあると

思いますが、直接保育園とはかかわりはないと思っております。

○議長（牧田 武文君） １番。

○議員（１番 清水 成眞君） 安心 安全の面からでも、やはりそのサポートのセンターの会員

の方ですね、やはり登録されるわけですから、保育園にもその登録の名前をやっぱり知らせるべ

きであって、だれが来られて、だれが何時何分にその子供を連れて帰ったというようなところも

やっぱりきちんと必要ではないのかなと思っております。

○議長（牧田 武文君） 答弁要りますか。
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○議員（１番 清水 成眞君） 要りません。

○議長（牧田 武文君） いいですか。

○議員（１番 清水 成眞君） はい。

○議長（牧田 武文君） じゃあ、ほかに。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） 町営住宅のことで、管理費が上がっていますけど、町営住宅は足

りてますか。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） 町営住宅が足りているかどうかということですね。

今のところ町営住宅の希望といいますか、待機者というのはないように思っておりますが。

○議長（牧田 武文君） よろしいでしょうか。

じゃあ、ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。じゃあ、質疑を終結し、進行いたします。（「休憩、

休憩」と呼ぶ者あり）休憩しません。

次に、９款消防費から１４款予備費まで、６４ページから７８ページまで質疑ありませんか。

４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） ６４ページの消防団特別活動装備費８１万８，０００円あります。

説明資料３６ページ、大瀬多機能班に配備をするという下降器とウエットスーツ。何点かお聞き

しますので、いいですね。何点かお聞きします。

まず１点目。この装備を使う、あるいは使ったことが過去の事例において発生しているのかど

うか。三朝町政の中で、過去の災害においてこれを使うことがあったのかどうか、これ装備され

ていれば。いいですね。

２点目、この予算をつけることで、今後、どういう場合にこの装備を使おうとしているのか。

それぞれお伺いしたい、お答えをいただきたい。

３点目、この装備をすることによって、当然訓練等が必要になってくると思いますので、この

訓練計画はどうなっているのか。どこで、だれが、いつするのかという点。

それから、次の点、消防の場合は初期消火ということになっています。下降器あるいはウエッ

トスーツを使った場合の基本的な考え方はどうなのか。

それから、中部広域あるいは防災ヘリとの関係はどうなのか。
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次の点、現場に到着したとき、例えばウエットスーツを着た場合に、だれがその命令を下すの

か。

消防隊員は大体、町民の安全を守るということになっていますが、この装備を使って現場で行

動する場合、人命救助をされる場合、大瀬多機能班の人命はだれが守るのか。

それから、大瀬多機能班のメンバーは、私、把握しておりますが、平日の日中はほとんどいま

せん。いる方もたまにありますが、ほとんどいません。そうした中で、大瀬多機能班が出動する

ということは、夜あるいは日曜、祭日ということに限定されると現状では思いますが、その点は

どう考えておられるか。以上、お答えをいただきたい。

○議長（牧田 武文君） 平井総務課参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 今、福田議員の方から７点ありました。お答えいたします。

まず、過去にこういう場合の事例はあったのかということでございますけども、私の知る限り

では、知っている範囲ではないのかなと思っております。

それから、どういう場合に使用するかということですけども、これにつきましては、過去、ち

ょっとがけから落ちられた場合、それから川またはダム湖とかに車が転落したようなときとか、

川の浅瀬とかそんなのでおぼれられるような、おぼれられるというのが、みんなじゃないんです

けども、そういうような場合に使用するということでございます。

それから、訓練計画につきましては、滑降部分になると山岳だと思います。これは倉吉消防署、

それから八橋警察署に山岳、大山管内の管轄を持っておられるようですので、八橋警察署等の協

力を得て、訓練なり基本的なものを学び取ってもらいたいと思っております。

それから、水難関係につきましては、羽合消防署が海辺を抱えておられるということで、そう

いう事例もあるようでございますので、そこで訓練なりを習得すると、技術の習得などをすると

いうような計画しております。

それから、消防、初期の段階でということがありましたけど、この質問、どういうのだったで

すかいね、４番目。

○議員（４番 福田 茂樹君） 消火は初期消火、消防団員は。ただ、下降器やウエットスーツの

場合は、どういうスタンスかとお尋ねをしました。一緒にするのか、後からするのか、最初にす

るのか、その行動を。その考え方です。

○総務課参事（平井 文彦君） 広域との関連ですか。

○議員（４番 福田 茂樹君） そうです。

○総務課参事（平井 文彦君） これにつきましては、先ほども福田議員言われましたように、常
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備消防と非常備消防、ちょっと差は出てくると思いますので、どちらが早い遅いというのは結果

じゃないとわかりませんけども、とうとい人命を守る立場から、町民に最も身近な防災機関とい

うことで、どちらのあれが、部隊が早い遅いというのはあるかもしれませんけども、町民の負託

にこたえるように……。

○議員（４番 福田 茂樹君） 基本的な考え方を聞いているんですよ。消火は初期消火でしょう。

この２つはどういう基本的なスタンスを持っているか聞いているんですよ。

○総務課参事（平井 文彦君） どちらにしても、火災と同じように初期になってくると思います。

○議員（４番 福田 茂樹君） 初期ですね。

○総務課参事（平井 文彦君） はい。

それから、命令はだれが行うのかということがありますけども、これにつきましては、昼間を

想定した場合、団長もしくは副団長ということになります。それで、どちらにしても安全管理、

指揮する者の任務としては安全管理ということを一番考えないけんと思いますので、危険が及ぶ

ような場合は、もう対応はしないという、その場の判断ということになります。

○議員（４番 福田 茂樹君） 意味がわからん。

○総務課参事（平井 文彦君） 今の答えと同じようなことになると思いますけども、多機能班の

人命というか、団員さんの人命はだれが守るかという質問でございますけども、先ほど言いまし

たように、訓練を積み重ねていただく、基本も習得していただくということを大前提にしており

ますけども、指揮者の任務、安全管理が原則でございますので、最終的には町が責任をとるよう

なことになると思います。

それから、昼間のことだと思いますが、どの班にも言えることだと思います。団員はほとんど

が職業を持っておりますので、特に昼間の部分の活動に関しては、これから課題として検討して

いきたいと思っております。

○議員（４番 福田 茂樹君） 質問が違う。

○総務課参事（平井 文彦君） 質問といいますと。

○議員（４番 福田 茂樹君） 答弁が。夜とか日曜祭日しかいない、そういうのを御存じかって、

そういう場合を想定して、これはやっているんですかということですよ。平日の昼間は想定して

ない、いないんですから。

○総務課参事（平井 文彦君） １年間に大体３６５日で、災害というのが、大体８割が土日が多

いんです、統計的にですよ。そういう意味で、安心をしとるわけじゃないですけども、平日の昼

間というのは、火災にしろ、往々にして８割方土日という結果が統計的にありますので、幾分そ
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ちらの方は対応できると思っております。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） 余りにも情けなくて、答弁が。いいですよ、最初から聞きますよ、

今まで、過去の三朝町の災害事例において、ウエットスーツや下降器を使うような事例はなかっ

たと言われましたね、ないんですね。ないって言われましたよね。そうすると今は言ってますん

で。

それから今後、どういうときに入るか。がけから落ちる、がけから落ちたのを最初に助けに行

くのが大瀬多機能班。それも土日、あるいは夜。それから川に例えば車が落ちた、あるいはダム

に落ちた、浅瀬に人が残された。最初に大瀬多機能班が行くんですね、さっきのお話だったら。

それから、まあ訓練はいいでしょう。大瀬の多機能班の方が、例えばがけ、日曜祭日のがけ、

あるいは川の中、あるいはダムといったら中津。広域より先に行けるんですか、これ。先に行っ

て、最初に活動するんですか。どんな活動するんですか、さっき助けるって言われましたけど。

中部は、中津ダムだったら防災ヘリでしょう、そんなのはもう。

第一、中部広域に電話かけて、多機能班にはだれが電話するんですか。私はこれがわからない。

最初に大瀬多機能班に、今、川でおぼれてますから出てくださいって、最初に電話するんですか。

１１９番でしょう、最初は。当然広域でしょう、これは、こういう仕事は。私はこういう予算は

認めるわけにいかない。私は大瀬多機能班の命を守りたい。いかがですか。今の答弁、お願いし

ます。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 先ほど事例ということで、私の知っている範囲のことを申し上げ

ましたので……（「いいよ、それで。十分でしたよ」と呼ぶ者あり）過去にあったかないかとい

うのは、知ってる範囲ではなかったように記憶しております。

○議員（４番 福田 茂樹君） 川に入っていくんですか、広域より先に。

○総務課参事（平井 文彦君） それで、多機能班のことばっかりになっちゃっとるですけど、今。

○議員（４番 福田 茂樹君） 多機能班の予算でしょう、だって、これ。

○総務課参事（平井 文彦君） それで、最初に一番身近なところが、第３分団なんぞがやはり駆

けつけて、何ていうですかね……。

○議員（４番 福田 茂樹君） 多機能班の予算を私は今聞いてます。

○総務課参事（平井 文彦君） はい。

○議員（４番 福田 茂樹君） 広域より先に行くんですか。
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○議長（牧田 武文君） ちょっと待ってくださいね、ちょっと森脇副町長の方で答弁されます。

○議員（４番 福田 茂樹君） 何で副町長が手挙げとるんですか。今、私は担当に聞いてます。

○議長（牧田 武文君） ちょっと担当が詰まって……。

○議員（４番 福田 茂樹君） そのためにきょうおられるんでしょう。

○議長（牧田 武文君） ちょっと担当が詰まっとるけえ、ちょっと。いいです。

副町長。

○副町長（森脇 光洋君） いいですか。

○議員（４番 福田 茂樹君） 議長、管理者じゃないですか、後ろにおられるのは。

○議長（牧田 武文君） 関連するなら……。

○議員（４番 福田 茂樹君） それぞれそういうとこの担当の、何のためにいるんですか。

○議長（牧田 武文君） ちょっと関連するだけえ、ちょっと、ええです。

はい。

○副町長（森脇 光洋君） じゃあ、済みません。補足説明をさせていただきます。

まず、当然最初にこの大瀬の多機能班にやっていただくことは、先ほど担当参事が申し上げま

したように、初期の対応でございます。ですから、広域消防が参りましたときには、現状を見な

がらそこに引き継ぐという考え方は、基本的な考え方であろうと思います。

それからもう一つは、当然多機能班よりも常備消防の方が現場に早く着くんじゃないかという

ような御指摘もございました。例えば先般の田代の火災がございました。そのときの状況を見て

みますと、現地に到着しているのは広域消防よりも……（「消火のことは聞いてませんよ、そん

なことは」と呼ぶ者あり）消防団の方が先に着いております。やはり危機管理というのは、今回

の岩手等の災害もございますけども、最悪のケースを想定して装備を整えていくというのが基本

的な考え方だと町としても考えておりますので、実際にどういうふうな形で使う事例があるのか

ということは、使うことはないかもしれない、だけども、そういう場合に備えて、団員の安全も

備えて訓練をしていただいて、そういうふうな装備も整えて、町としてはやっていきたいという

のが私たちの思いでございます。以上です。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） さっきの１１９番にかけるでしょう、最初にという答弁がない。

１１９番の方が先でしょう。大瀬多機能班に電話かけないでしょうということは……。

○議長（牧田 武文君） 森脇副町長。

○副町長（森脇 光洋君） それでは、お答えさせていただきます。
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先ほど田代の事例を報告させていただきましたが、田代の事例につきましては……。

○議員（４番 福田 茂樹君） 田代は火事。

○副町長（森脇 光洋君） まずちょっと説明させてください。

こういうふうなケースもあるということで御承知いただければと思いますが、田代のケースに

つきましては、確かに火事でございましたけども、最初に役場の方に連絡があって、その後に１

１９番に行ったというふうな事例もございます。現場の方で慌てられて、まず役場に電話せない

けんということで役場に連絡いただいて、いわゆる常備消防よりも消防団の方が早く現地に着い

て対応してたというふうなこともございますので、いろんなケースも想定しながら、消防団とい

うふうな形がどういうふうな形で町民の安全を守るかということも考えていかないけんと思って

いますので、私はそういうケースも想定しないといけないというふうに思っております。

○議長（牧田 武文君） ４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） はっきり言いまして非常に無理な説明です、３番目の。非常に無

理があるんですね。いいですか。想定される装備、この下降器とウエットスーツ。ウエットスー

ツ、川でおぼれてる。着ていく、多機能班が。あるいはそこへ持っていって着るかもしれない。

おぼれてるんならそのまま入っていっちゃった方が早いでしょう、ほかの人が。それ以上の危険

なところに多機能班を入れるわけないでしょう、さっきの話からもそうでしょう。それ以上の危

険なところにウエットスーツを着させて、大瀬多機能班をそこへ突入させる、そんなことはあり

得ませんよ。それだったら、このままの服で入っていった方が早い、もしおぼれているんであれ

ば。だけえ、非常にあなた方の説明には無理がある。私はこれ、断固反対いたします。終わり。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 関連質問します。

まず、平井参事から予算が上がってきて、それを大村財務課長なり町長なりが査定されたとい

う中において、どういうので見とられたかちょっと聞きたい。だれでもいいですよ、担当。

○議長（牧田 武文君） 一番最初……。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） １人でいい、１人で。

○議長（牧田 武文君） １人。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 代表で。

○議長（牧田 武文君） なら、大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） ただいまの、どういう経過で査定をしたかという御質問に対してお

答えさせていただきます。
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初めに、原課の防災の方から消防団員の下降器、それからウエットスーツ等ということで、そ

れぞれ要求があったところです。これに対しましていろいろ聞き取りを行っております。ただ、

財務課長の判断としましては、消防団員の救助等の範囲が不明確であったこと、それから装備の

みの、物だけの要求でしたので、それにかかわる訓練はどうするのかといったことが不明であっ

たこと、それから私の経験上なんですけれども、ウエットスーツというのは個人ごとにきちんと

サイズがあるということで考えておりましたので、それが要求について、どういう活用になるか

ということが不明でしたので、保留ということで、一括保留ということでしたような経過がござ

います。

予算の査定というのは、財務課長が要求が上がってきたものに対して査定を行いまして、次に

副町長の査定を仰ぐことになります。それから最終的には町長の判断という３段階の流れで組み

立てているわけなんですけれども、副町長の査定において、私が一括保留ということでつなげさ

せていただきましたので、副町長におきましては、私がその不明だとした主に３点について再度

聞き取りを行っていただきまして、これについて整理がつかないため、町長査定ということで、

さらに送らせていただきました。

最終的に町長査定の段階では、先ほどの救助等の活動の考え方、それから装備においての訓練

が必要だということで、じゃあ訓練費を計上しようと、それからさらにはウエットスーツについ

て、最低でも３人分を用意しろというようなことで今回の予算を組み立てさせていただいたとこ

ろでございます。以上でございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） なかなか非常に、何か査定において違いがあるというふうに認識

しました。

それで、まず一つ聞きたいのは、皆さんが認識されとるのか、私わかりませんけん聞きますわ。

大瀬多機能班というのはどういう仕事をまずされるのか。例えば交通事故のときに、例えば車が、

工作車が出るときに大瀬多機能班が出るのか、どういう機能を備えておられるか。

それで、例えば今、福田議員もしきりに言いましたけど、大体普通考えて、ウエットスーツっ

て潜水に使う一部分というか、が主だと思うわけですわ。あと泳ぐのに、冬場に泳ぐのは寒いけ

えウエットスーツを着てもいいかもしらんけど、潜水目的の器具の一つだというふうに思うわけ

ですし、それで、さっき福田議員もさんざん言いましたけども、さっき副町長が田代の火事は三

朝町の消防団が行ったという話ですけど、たまたまですわ、それは、たまたま。広域への連絡が

遅かったけえ、ちょっと来るのに時間がかかったという話だと思うですわ。
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それで、まず、どこの現場へ行っても、町の消防団は人員が集まらんけえ、何も出動できんけ

え、待っとるけん出れんという状況で、第一到着は広域だと思うですわ。そしたら、広域が状況

に応じて、おぼれかかったら見て見ぬふりしとらず、だれかが入るわけであって、そうしたら、

後から行った多機能班の人が入ることはないでしょう、ほとんど。だけえ、装備されるのはええ

だけど、これ過剰装備っていうか、飾りなら要らん。

それからもう一つ、団員が言われるには、今ウエットスーツ買うなら、ヘルメットも古になっ

たし、防火服も古になったけん、そっちの方を買ってもらいたいわいと言う団員がいっぱいおら

れますわ。この辺どうですか。

○議長（牧田 武文君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 予算の査定の経過等も財務課長から報告をさせていただきました。すべ

からく防災関係の備品の装備にかかわらず、そのほかの予算につきましても最終的には私の査定

が終わった段階で議会に提案をするという形になるわけです。

今回の消防の装備、備品の整備につきましては、要望に基づいて、それに近い形を整えるよう

に努力をしたということであります。要望は三朝町消防団であります。消防に対するそういった

整備につきましては、今後もなお足らない部分があれば逐次予算の範囲内の中で、議会の皆さん

にお認めいただく方向で提案をしていかなければいけないと思っているところであります。

したがって、過去の事例等につきましても、三朝町が昭和２８年に発足をしてから、過去、河

川を消防団が捜索をするという事案は、まず第一に伊勢湾台風の後の行方不明者の捜索があって

おります。そうした状況の中で、川でお亡くなりになるという事案については、全くないという

ことではありません。なお、さらに昭和２８年以降にさかのぼると、さらにそういった事案はそ

れぞれの地域で発生をしていることを過去の被災状況の中で確認することができます。これは、

子供たちが川で泳ぐということが日常の習慣の中で行われていたころのことでございますから、

その後、各学校にプールが整備をされて、川には行くなと、泳ぐならプールで泳ぐというのは、

子供たちの水死事故を防ぐための学校の教育方針で、今日まで来ているかというふうに思ってい

ますが、今、自然に親しめという言い方も一方ではされておる状況にありますので、先ほど申し

上げましたように、要望に基づいた消防の機材の整備の一環だというふうにとらえていただきた

いと思います。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 今の答弁がないよ。多機能班の、どういう仕事するか。

多機能班の仕事は、どういう仕事するかって言うだが。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。
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○総務課参事（平井 文彦君） 質問にお答えいたします。

地域の消防団に備えられているのは、消防車と消防用機材……。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 多機能班のことだけでええ、そがに地域のことまでええけえ。多

機能班の、ほとんど動けない……。

○総務課参事（平井 文彦君） 言ってみると、特殊な機械等を持っておりますので、さっき遠藤

議員もおっしゃいましたように、中部消防と連携をとって、車の事故であるとか、それからＡＥ

Ｄで心肺停止、そういう方の命を救うとか、多岐にわたると思います。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 何言って、これ答弁になっとらんで。

○議長（牧田 武文君） 最後ですので。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 要するに今聞いた話によると、配備されてから、この間、田代の

火事に初めて出動されたという経過を聞きました、その多機能班の人が。それも全員そろったか

なんてことは知りませんよ。

それで、例えばウエットスーツを買うの３着っていう話で、それは大、中、小サイズがあるそ

うですが、つくって、ちゃんと採寸して、ぴったり合うたものをつくらんといけん。それで、例

えば、それなら班員がかわったら、その都度更新されて装備されるですか。

それからもう一つ、このウエットスーツというのは、使わんと劣化してだんだん悪くなるとい

う話を聞きますが、年に一遍使うか使わんかわからんもんを買うて装備するということは、非常

にロスだと思う。それはもっと違った方面に、さっき言ったように防火服とかヘルメットなんか

よっぽど利用価値があるんじゃないですか。だけえ、上から買えって言われたけん、はい、買い

ましたっていうことではいけんでないかな、もっと審議されんと。さっきも財務課長が言いまし

たが、これは何かクエスチョンマークをつけたら、副町長の辺で、どこで決まっちゃったという

話だで、話になりませんわ、これは、ほんに話が。

消防関係というのは、町民の安心 安全、必要なものはええけど、こがなわけがわからんもの

の理解を求めるのは大変ですよ、これは多分。さっき言いましたように、町の消防団は広域が出

たら後方支援だというふうに認識した方がええじゃない、はっきり。だけえ、さっき言いました

けど、広域が川に入ってるのに、続けて入ることはありゃしませんわ、多分。そこまで危険を冒

して何のメリットがあるですか、早い話。

○議長（牧田 武文君） 答弁要りますか。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 要りますわいな。当たり前。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。
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○総務課参事（平井 文彦君） ウエットスーツの件で先ほど遠藤議員おっしゃいましたけど、寸

法をはかってするとかというのは必要なんですけども、ある程度水が入るような、極端なあれで

はないというような、保温のためにという、ぴたっとしたものでないといけんということではな

いようでございます。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 大、中、小とあるだかいな。

○総務課参事（平井 文彦君） ということで、大は小を兼ねるという、そこまでは言いませんけ

ども、ある程度の人数が着用できるようなふうに持っていきたいと思っております。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 何ら効果あらせんがな。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

６番。

○議員（６番 平井 満博君） ６８ページ。というのが、物件費が載っておりますけども、小学

校準要保護児童援助費、先回の補正のときにもちょっと聞いたですけども、今、子ども手当とい

う国からの助成がありながら、この三朝町が教育費の一部負担をしているというようなことにな

っているということですけども、これ、払わんのか払えんのか、その基準が非常に甘いというこ

とではないかと判断しますけども、今後、この費用について見直しということはないでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 今のお尋ねは、準要保護の児童生徒のことだったと思います。

これにつきまして、経済的な理由により就学が困難と認められる児童の保護者に対しまして補助

をするという制度でございます。中身的には給食費とか修学旅行とか通学費とか医療費とか校外

活動費とか、こういったようなものに対しまして補助を考えておる次第でございます。

先ほど子ども手当のこともおっしゃられました。そういったこともありますけども、町として

はこういった部分の補助も必要と考えておるところでございます。

この選考に当たりましては、地域の民生委員の方の御意見もいただきながら、教育委員会の中

で審議をしておる状況でございます。

○議長（牧田 武文君） ６番。

○議員（６番 平井 満博君） 皆さん協議されての部分ですけども、そこがチェックというか、

先ほども言ったですけど、ほんに払わんのか払えんのか、多分子ども手当というのはそういう部

分に充てるというのが一つの基準になってますからね、やっぱりその基準という部分を本当に真

剣に考えて、不平等、払わない人に対しても町が負担するという考え方でなしに、本当に払えん

人、その基準をきちんと判断されな、皆さんで審議しとるって言うけども、その基準がしっかり
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してないということが問題になるんじゃないかなというふうに思っておりますので、今後、そう

いった見直しをされるのかされないのか、出てきたものはすべて出すのか、そこらのことをきち

んと説明をお願いします。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 基準の見直しということでありましたが、基準の見直しにつき

ましては、今のところは、その中には、基準といいますか、前年度の所得も参考にさせてもらっ

て補助の対象を決めさせてもらっております。そして基準の見直しということは、先ほども言い

ましたけども、校外活動費とか医療費とか通学費とか修学旅行とか給食費とかということに費用

を充てさせてもらいたいと考えるものでございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ６５ページの一番上にあるわけですけれども、防災基盤整備事業、

消防施設、これは大瀬の防火水槽と、それから西谷班の消防ポンプの更新だというふうに伺って

おりますが、以前に小型ポンプと積載の更新のときに平井参事の答弁は、覚えておられますかな。

私、質問したときに、今後、更新時期が来ても、修理して使えるものは修理して使うというふう

に言われましたな。

○総務課参事（平井 文彦君） はい。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） この１台あるポンプというのは、修理して使えんですか。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 消防ポンプの購入についてお答えいたします。

昨年ですけども、消防ポンプ性能試験というのを、西谷班のポンプ車をしていただきました。

真空能力、加圧能力、これいずれも規格数値を下回っております。それからもう約２０年になり

ますので、シャシーですね、これが部品調達等をするのに、もう廃品になっとるということもあ

りまして、十分な対応が困難だということで、総合的に無理がありますよという試験結果をいた

だきましたので、それに予算上程させてもらっております。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 何でもそうだと思うですけども、農機具でもそうだと思うですわ。

例えば修理してもらうときに、もうこれ、いけんけえ、買いかえた方がいいでって、絶対業者は

言いますよ。そのときにどがに判断するかということも大事だと思うし、実際にあの田代の火事
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のときに、下西谷班も出動して水出いとるという話じゃないですか。使えることは使えるという

ことでしょう。違うですか。それで、まずそれだけえ、待っとんないな。

それで、これ過疎債を２，６６０万円使われるというふうに載っておりますな。何ぼでも金が

使えるけえ使やあいいっていうもんでない。過疎債もただじゃないわけですけえ。

ほんで今回、３月発注でしたか、小型と積載と、積載２台と小型何台か購入されたでしょう。

ああいう経過も何遍も言っとるわけで、消防関係というのは安心 安全のためには大変必要なこ

とだと思うけども、稼働できる体制に持っていくのが一番大事なことだと思うですわな、稼働。

あるけど出なんだ、よう出なんだ、さっきの話と関連しますけどな。消防団員がおったって動け

ん班がいっぱい。この辺の解消から考えるためには、班の統合なり、積載とか自動車の班員を増

員して対応できる体制づくりが一番大事だと思っとるわけですけどね、どうですか、その辺。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） では、遠藤議員の質問にお答えします。

確かに小型動力ポンプ、それから消防積載車とかポンプ車については、期限が来てもできるも

んについては延ばすという、延長するというようなことで、このたび２０年からになってるポン

プが４件ほど、４班ありましたけども、これは先ほど言いましたように性能試験をさせていただ

きまして、まだ特に問題なく使用できるということをいただきましたので、小型ポンプについて

は、今回は計上しておりません。

消防ポンプ、今回の分については、国が定める法律というのも耐用年数というのはありません

し、メーカーとしても耐用年数というのは定めておりません。それから使用頻度によっても幾分

違ってくるとは思いますけども、総合的な検査を行っていただいた結果、更新ありきということ

をいただきましたので上程させていただきました。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） もう一回。

○議長（牧田 武文君） ちょっとですよ、短く。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 要するに小型でも自動車でも、やっぱり点検というか、班ごとに、

例えばメーカーを呼ぶ、メーカーっていうのはその専門、岩谷ポンプですか、呼んできて講習会、

ここの部分が一番傷むけえ、ここを点検して、こがにせないけんですよっていうやな点検をする

ことをされると、ある程度寿命というか、長もちするでないかと。だけえ、使ったら使いっ放し

とかね、エンジンがかからんとか、そういう事例が起きるじゃないですか、そういうのをもっと

徹底されて、やっぱり大事に使ってもらうということをしてもらわないけんと思います。

○議長（牧田 武文君） 答弁はいいですね。
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○議員（５番 遠藤勝太郎君） はい。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） いいの、これ。もう１２時過ぎてもいいの。

○議長（牧田 武文君） いいですよ。

３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） ７２ページ。説明資料は１３８ページになります。

三徳山の行者道の、この国の補助事業で３００万ということで、５年計画の。そのうち町では

この８分の１を書いてあるんですが、これ計算すれば、８分の１は２４万だと思う。これ印刷ミ

スなのか、計算ミスなのか、３７万５，０００円。これ２４万じゃないですか、これ。３００万

の８分の１なら。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） ３００万の８分の１は、そこに書いております２８万５，００

０円……。

○議員（３番 吉田 文夫君） ３００万円。この補助が８分の１だったら２４万でしょう、これ、

違いますか。１３８。

○議長（牧田 武文君） いいですよ、どうぞ。

○教育総務課長（布廣 覚君） その事業費３００万でございますので、半分が国の補助でござ

います。１５０万が国の補助になります。それで、残りの事業費の半分を県が補助をします。そ

れで、そんなの残ったところの半分ずつを地元と町とで補助をするように考えておりまして、そ

れは８分の１の金額が……。

○議員（３番 吉田 文夫君） ３００万の８分の１って書いてある。

○教育総務課長（布廣 覚君） その８分の１が３７万５，０００円となります。

○議員（３番 吉田 文夫君） １５０万の５年分が……。

○議長（牧田 武文君） いいですか。

○議員（３番 吉田 文夫君） いいや、わからんのだ。国が２分の１で……。

○議長（牧田 武文君） ちょっと手挙げて言ってください。３回ですので。

布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） これは１年間分の補助金でございます。１年間分の補助金でご

ざいます。

○議長（牧田 武文君） 吉田議員、いいですか。
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○議員（３番 吉田 文夫君） もう１件。

○議長（牧田 武文君） 別なの。同じのじゃないでしょう。

○議員（３番 吉田 文夫君） 別個です。

○議長（牧田 武文君） 別個ですか。

ちょっと待ってくださいね。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 今、吉田議員が質問されましたのと同じことで聞かせていただき

ますが、大体今、拝観料４００円、入山料２００円という、入場者とか山登りの人に負担を負う

て取っとるわけですな、拝観料とか入山料というのを。そういうのを取られるということは、や

っぱり自分で管理されないけんでないかな。私、そがに思うだけど、原則的に。何にもないから、

拝観料、入山料を取っとらんけえ、直すのに金が要るけえ、補助金をいただけんでしょうかとい

うのはわかるですよ。相当な金が上がっとる、これは言い方が悪いけども、一つの寺が何だか全

部使っとられるというような話も聞く中において、さっき地域どうか言われたけど、やっぱり受

益者負担というのの分にならへんですか。たまたまこういう国宝だったために、先回あった本堂

の改修のときも、国、県がつけるけえ、町も何ぼかつけないけん。そのときに、うちらちもあの

ときにね、やむを得んって減額してつけたという経過がある。だけど、これはやっぱり、拝観料

は取っとられるけえ、自分でされるべきと思うけど、どうですか。

○議長（牧田 武文君） 布廣総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） これは、三徳山の、これは名勝 史跡の指定を受けております。

三朝町はその管理団体として文化庁から指定されております。これ、管理団体ということは、関

係者が複数の場合、自治体が管理団体になる場合があるようでございます。管理団体として地元

が事業をすれば、それに応分なる補助をということは必要ではなかろうかなと考えておることと、

三朝町は世界遺産登録運動を目指しながら実施しておる団体でもありますので、こういったこと

を勘案するとすれば、必要な補助ではなかろうかなと考えておるところでございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 言われることはわからんじゃないだけど、何でも三徳山が世界遺

産に取り組んどるけえ何してもええわということではいけんと思うですわ。町民の理解が得られ

ん。ただ、さっき言ったように、徴収せずに無料なら、ああいうことならやむを得んなというこ

とはあるかもしらんけど、それがされとらんわけだから、入場料なんか取られとるだけえ、ある

程度自分がしならな、親方日の丸じゃないと思うですよ、私は。
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それから、それに関連して言わせてもらいますけどね、笏賀に花倉山というところがあります

がな、花倉神社。あれも三徳山の何か兄弟だか、何だか親子だかというような話を、よう地元も

しなるだけど、そこは全然手つけず。それでこの間、地域協議会で上がり口の道をつけてくださ

いと言ったときに、材料費だけでも出いてごせ言ったけど、全然うんともすんとも言われん。片

やほうり投げ、片や何でもつけてあげる、こういう不公平というのに納得できん。答弁。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 花倉山の状況につきまして、ちょっと手元に情報がありません

ですので、そういったことも広く検討しなければならないではなかろうかなという気もいたして

おるところでございます。

○議長（牧田 武文君） いいですね。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） いい。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） 関連質問であります。これは別個のもんですが、この遺跡発掘調

査に５０万３，０００円出てるんですが……（「何ページだいや」と呼ぶ者あり）この同じとこ

ですね、１３８ページね。三徳山遺跡発掘調査……（「説明資料」と呼ぶ者あり）説明資料は１

３８ページ、同じとこです。

それで、５０万３，０００円出てるんですが、この遺跡は既に５年も６年もかかって１４カ所

もかかっとって、掘り続けてきて、今のとこ何も出てないいうか、これ、出たのは出たけどよ、

これからまだ２３年度も予算つけてこれを発掘するつもりなんですか。おやめになったらどうで

すか、５０万３，０００円、やめたらどうですか、これ予算から。もう５年も６年もかかってや

っとるじゃないですか、１４カ所も。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） これまで議員おっしゃられたように何カ所かやってきまして、

そんなにそんなに目新しいものはなかったかなと感じてはおります。

ことし、鈴ヶ岩の発掘ということで、場所が違うところの発掘調査をしたいということを考え

ております。

○議長（牧田 武文君） ３番。

○議員（３番 吉田 文夫君） また違うところって、１４カ所もあの狭いところを掘っとってで

すよ、また違うところで何か求めていくんですか、これ、ここで。おやめになったらどうですか、

もう。やめたらどうですか、予算、この５０万３，０００円。
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○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） この予算をやめなったらという御意見でございますけども、三

徳山の鈴ヶ岩というところがあります。ちょっと狭いところなんですけども、ここは以前、掘っ

てみなわからんですけども、だれかが住んでおったのかもしれませんし、いろんなことが出てく

るかもわからないというところ、未知な部分なところがありますので、こういったところの調査

は必要ではなかろうかなと考える次第でございます。この事業につきましても国の補助金、そし

て県の補助金もそれぞれ投入しながら実施したいと考えております。

○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

ほかに。

ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

次に、給料明細書から最後まで、７９ページから８８ページまで、質疑ありませんか。いいで

すか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

以上で歳出に対する質疑を終結いたします。

しばらく休憩をいたします。再開を１時半といたします。

午後０時２０分休憩

午後１時２８分再開

○議長（牧田 武文君） 再開いたします。

午前中、藤井議員の質疑に対し答弁保留がありましたので、答弁をお願いいたします。

朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 藤井議員から御指摘がありました三朝町地域運営組織活動支援事業、

竹田地域協議会の生活交通の事業ですけれども、車両が５人乗りの乗用車ではないかという御指

摘でございまして、確認いたしましたら、そのとおりでございました。おわびして訂正いたしま

す。どうも申しわけございませんでした。

○議長（牧田 武文君） ええかな、藤井議員。

そういたしますと、歳入についての質疑を行います。

１款町税から２２款町債まで、１０ページから２９ページまで、質疑ありませんか。

５番。

－４０－



○議員（５番 遠藤勝太郎君） ２８ページの６行目ですか、町史売り払い収入８，０００円、現

在何冊残っとって、売れる見込みがあるかないか。

○議長（牧田 武文君） 朝倉総務課長。

○総務課長（朝倉 聡君） 申しわけございません。何冊残っているかというのは、ちょっと現

在把握いたしておりませんけれども、売れるかどうかというのにつきましては、前年度も、何冊

かではございますけれども、売れております。それで今後も販売に向けて努力していきたいと思

っておるところでございます。よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 次の民芸品売店収入ということで２４万円上がっておりますけど、

これは何を売られたのか、町の民芸品、販売するような民芸品があるのかどうか。（「売っとら

へん、まだ予算」と呼ぶ者あり）何を売られるのか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 御質問は、民芸品の売り払い収入ということですが、美術館の

方で民芸品を取り扱っておりますので、そういったものの売り上げの収入をここに計上しており

ます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 何ですか、その民芸品って。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 長谷川富三郎さんの版画の関係とか、そういったもろもろでご

ざいます。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ３回目だな。

○議長（牧田 武文君） もう一回。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 版画の絵、版画でしょ、それ。刷ったの、あれを町が勝手に刷っ

て売ってもいいですか、そういう契約になっとるですか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） そのように私は認識をしておるとこでございます。

○議長（牧田 武文君） ほかに。（「複製版画」と呼ぶ者あり）

布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 先ほどの答弁でございますけども、複製のものでございます。

つけ加えておきます。
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○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

次に、第２表、債務負担行為、第３表、地方債、６ページから７ページ及びその他全部につい

て、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） その他全部についてということでございますんで、早いがごちそ

うという言葉があります。ちょっと例えが悪いと思いますけども、東日本地震の義援金を出され

る予定がありますれば、やはり早くこの本会議中に出される方がいいのではないかと思っており

ます。

○議長（牧田 武文君） 平井参事。

○総務課参事（平井 文彦君） 義援金のことにつきましては、きょうこの議会が終わりましてか

ら詳細の打合会を、内部ですけども、持ちながら早急に取り組むようにしたいと思っております。

よろしくお願いします。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） その他でいいですね。予算案について、行政事務の効率化という

ことで、公共料金や公共事業の受益者負担のあり方を検討しますという中で、具体的にどこの部

分の公共料金あるいは公共事業の受益者負担なのか、それを今年度に計画して来年度からするの

か、その辺がわかりましたら。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） 福田議員の具体的にという話でございます。これは総合計画にも掲

げておりますけれども、全体的なものの見直しを計画的にやっていきたいという内容でございま

すので、御理解いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

ほかに。

４番。

○議員（４番 福田 茂樹君） 今回の予算で過疎債が１億２，２５０万使われております。これ
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の過疎債というのは何らかの基準をもとに使っていくのか、それとも町が単独の事業の中で当て

はめた結果が１億２，０００万になったのか、その辺。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） ただいまの福田議員の基準等についての答弁でございますが、基本

的には過疎対策に要する指針の本がありまして、どういう事業にどういうふうに充当できるとい

う項目が詳細に分かれております。その事業の本に基づきまして、前に計画させていただきまし

た過疎計画の事業を充てておりますので、それに基づいて実行可能なもの、あるいは早急に行う

ものとして予算に計上させていただいております。よろしくお願いいたします。

○議長（牧田 武文君） よろしいですね。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） ないようでしたら、質疑を終結し、進行いたします。

以上で議案第５号、平成２３年度三朝町一般会計予算に関する質疑を終結いたします。

議案第６号、平成２３年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第７号、平成２３年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第８号、平成２３年度三朝町介護保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第９号、平成２３年度三朝町簡易水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１０号、平成２３年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１１号、平成２３年度三朝町下水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１２号、平成２３年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１３号、平成２３年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１４号、平成２３年度三朝町会計事務集中管理特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１５号、平成２３年度三朝町財産区特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１６号、平成２３年度三朝町水道事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１７号、平成２３年度三朝町国民宿舎事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１８号、三朝町の事務からの暴力団排除等のための関係条例の整備に関する条例の設定

について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１９号、三朝町情報公開条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。
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議案第２０号、三朝町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２１号、三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び三朝

町交通安全指導員の設置等に関する条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２２号、三朝町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２３号、三朝町税条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２４号、三朝町国民健康保険税条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２５号、三朝町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２６号、三朝町介護保険条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２７号、三朝町特別会計設置条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２８号、三朝町基金条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２９号、第１０次三朝町総合計画について、質疑ありませんか。

－４５－



〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３０号、平成２２年度三朝町一般会計補正予算（第８号）について、質疑ありませんか。

５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ８ページ、子ども手当費が国庫支出金が１，３４８万９，０００

円減額、町にあっては１，３４４万８，０００円、差額が生じとるわけですけど、これはどうい

うわけでしょうか。また同じことで、鳥取県緑の産業再生プロジェクト事業補助金の中は同額な

んですが、それから中山間地域直接支払制度についても誤差が出とるわけですけど、これはどう

ことでしょうか、あわせてお願いします。子ども手当は８ページ、８ページと２０ページ。

（「それぞれのページをちょっと」と呼ぶ者あり）さっき言ったが、８ページと２０ページ、こ

の差。それから１０ページ、１１ページにかけての分が２２、２３。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） 議員御質問の子ども手当について、まずお答えさせていただきます

と、ここの子ども手当費の減額部分に対する財源として、国庫支出金が８ページの１，３４８万

９，０００円、それから県支出金が９ページの△で１８１万というふうになっておりまして、そ

のマイナスの部分と事務費の部分を加えてトータルの減額部分というふうになっております。よ

ろしくお願いいたします。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 増額の分、増額もあるがな。（「何ページ」と呼ぶ者あり）１１

ページの鳥取県緑の産業再生プロジェクト事業補助金っちゅうというのは増額で減額されとるわ

けだが。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） 議員御質問の緑の産業再生プロジェクトの分については、全額その

ままが国庫支出金になっておりますので、増額の予算現額計上というふうになっております。よ

ろしくお願いします。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） なら中山間地域は。

○議長（牧田 武文君） 大村財務課長。

○財務課長（大村 哲也君） 中山間地域直接支払いにつきましては、国等の財源と町の持ち出し

分とありますので、それは財源の内訳と支出額が異なってくるということでございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） 子ども手当でも、それから中山間地でも受けたっちゅうか、申請
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して取り組んだ集落というのは決まっとると思うだけど、これだけ金額が何で減ったっちゅうか、

変わってくるか、残ったかというか、返さないけんようになったかということと、子ども手当に

してもある程度人数は想定してあって、ごっつい子供が減ったということですか、これ。

○議長（牧田 武文君） 山根農林課長。

○農林課長（山根 猛昭君） 中山間地域等直接支払いの部分につきましては、平成２２年度が３

期目の取り組みということでございました。平成２２年度当初につきましては、２１年度までの

２期対策で実施していただいておる集落の皆さんにすべてやっていただきたいという気持ちで、

そういう予算を組ませていただいておったところでございます。集落の皆さんの最終的な結論も

ございまして４０協定になったわけでございますけども、協定の数が３つほどトータルとしては

落ちております。中身のこともございまして、額としては、この額が最終的に落ちたということ

でございます。

○議長（牧田 武文君） 山根町民課長。

○町民課長（山根 智美君） 子ども手当の返還の分なんですが、支給対象児童の確定によって返

還、変更ということになるわけですが、国の制度設計によって当初予定していたものよりも少な

くて済んだということでございます。

○議長（牧田 武文君） ５番。

○議員（５番 遠藤勝太郎君） ２６ページに、中ほどに小学校耐震補強改修事業５３８万１，０

００円減額、最終的に総額は幾らかかったんでしょうか。

○議長（牧田 武文君） 布廣教育総務課長。

○教育総務課長（布廣 覚君） 総額については、今ちょっと手元に資料がありませんので、ま

た後ほどにお答えをさせていただきたいと思います。

○議長（牧田 武文君） じゃあ、また後ほどよろしくお願いいたします。

ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑を終了し、進行いたします。

議案第３１号、平成２２年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３２号、平成２２年度三朝町老人保健特別会計補正予算（第１号）について、質疑あり
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ませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３３号、平成２２年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３４号、平成２２年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３５号、平成２２年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、質疑あ

りませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３６号、平成２２年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３７号、平成２２年度三朝町水道事業会計補正予算（第２号）について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３８号、平成２２年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第１号）について、質疑あり

ませんか。

１番。

○議員（１番 清水 成眞君） インターネット予約の「じゃらん」ですか、でどれぐらいの効果

があられたのか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（牧田 武文君） 知久馬管理者。

○国民宿舎事業管理者（知久馬孝紀君） 「じゃらん」とは現在行っておりません。今導入を予定
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して４月からでもやろうかなという検討中でございます。

○議長（牧田 武文君） よろしいですか。

○議員（１番 清水 成眞君） わかりました。

○議長（牧田 武文君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 質疑を終結し、進行いたします。

以上で質疑を終結します。

お諮りします。ただいま議題としております３４件の議案のうち、議案第５号、平成２３年度

三朝町一般会計予算、議案第３０号、平成２２年度三朝町一般会計補正予算（第８号）について

は、５人の委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することにいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議案第５号、平成２３年度三朝町一般

会計予算、議案第３０号、平成２２年度三朝町一般会計補正予算（第８号）については、５人の

委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託、審査することに決定

いたしました。

お諮りいたします。特別委員の選任は、議長において指名したいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決定いた

しました。

指名いたします。

総務教育常任委員会から、清水成眞議員、杉原憲靖議員、産業民生常任委員会から、福田茂樹

議員、平井満博議員、副議長、遠藤勝太郎議員、以上５名の諸君を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました５名の諸君は、特別委員に選任することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、総務教育常任委員会から、清水成眞議

員、杉原憲靖議員、産業民生常任委員会から、福田茂樹議員、平井満博議員、副議長、遠藤勝太

郎議員、以上５名の諸君を指名いたします。
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お諮りいたします。ただいま付託いたしました議案以外の３２件の議案は、お手元にお配りし

ている議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧田 武文君） 御異議なしと認めます。よって、議案第５号及び議案第３０号を除く３

２件の議案は、お手元にお配りしている議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会にその

審査を付託いたします。

なお、議案第５号及び議案第３０号につきましては、それぞれ所管事項の審査を各常任委員会

でお願いいたします。

○議長（牧田 武文君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さんでございました。

午後２時５１分散会
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